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道路占用 書 年 月 日

協　　議

許可申請
新
規

更
新

変
更

鳩まち推 第

日

鳩山町長　　　　　　　　　　　様 住　所 鳩山町大字○○１１１－１番地

㊞
氏　名 

株式会社○○
代表取締役　□□　□□

元号 1 年 1 月 1

地 先 か ら

道 路 法 の規定により します。
第３５条 協　　　議

占 用 の 目 的 　小型合併浄化槽設置による道路側溝への放流

担当者(連絡先) 氏  名○○部　□□　□□

 ＴＥＬ049-296-0000

第３２条 許可を申請

年

鳩 山 町 　大字○○■■－２ 地 先 ま で

占  用  物  件

名         称 規         模 数         量

放流管 φ○○mm
1箇所
○○ｍ

占  用  場  所

路   線   名 町道第 1111 号路線 車  道 ・ 歩  道 ・ その他

場
所

鳩 山 町 　大字○○▲▲－１

工 事 の 期 間
元号 1 年 1

ＶＰ管
年 月 日 まで

月 日 から
間

占 用 物 件

の  構  造
占 用 の 期 間

自主施工（又は請負施工）
片側交互通行（又は通行止め）1 年 12 月 31 日 まで

月 1 日 から
間

工 事 実 施

の  方  法

担当者 ○○担当　○○ TEL

道    路    の 道路管理者の指示による。 添 付 書 類
　案内図 ・ 平面図 ・ 縦断図 ・ 横断図

復  旧  方  法 　構造図 ・ その他（　　　　 　　　　）

 第３５条｣  協      議｣

新
規

更
新

変
更

2 については、該当するものを○で囲み、更新・変更の場合には従前の許可書又は回答書の番号及び年月日

123-456-7890

記 載 要 領

「許可申請 「第３２条 「許可を申請
1 、 及び ついては、該当するものを○で囲むこと。

  協   議｣

施
工
業
者
名
等

住  所 鳩山町大字■■○○－１番地

会社名 △△株式会社

代表者 代表取締役　○○

管理者が別に定める方法による場合においては、押印を省略することができる。

5 　変更の許可申請に当たっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変更前のものを( )書きすること。

6 　「占用の目的｣の欄には、占用物件を設置する理由を具体的に記載すること。

を記載すること。

3 　申請者が法人である場合には、「住所｣の欄には主たる事務所の所在地、｢氏名｣の欄には名称及び代表者の氏名を記載す

るとともに、「担当者｣の欄に所属、氏名を記載すること。

4 　申請者(申請者が法人である場合は代表者。以下同じ。)が氏名の記載を自署で行う場合又は申告者の本人確認のため道路

元号

11 　「添付書類｣の欄には、道路占用の場所、物件の構造等を明らかにした図面その他必要な書類を添付した場合に、その書

類名を記載すること。

※ 　※「占用の期間｣の欄は、記載しないこと。

9 　「占用物件の構造」の欄には、占用物件の材質等を記載すること。なお、図面等により示す場合はその旨を記載すること。

10 　「工事実施の方法｣の欄には、自己施工・請負施工の別及び道路の掘削を伴う場合は開削・推進・シールド等の別を記載

すること。

7 　「占用の場所｣の欄には、地番まで記載すること。占用が２以上の地番にわたる場合には、起点終点を記載すること。

「車道・歩道・その他｣の欄については、該当するものを○で囲むこと。

8 　「占用物件｣の欄には、占用物件の名称、規模(数量の内訳)、数量を記載すること。

申請者の住所・氏名

（施工業者ではない【浄化槽の放流であ

れば、地主】）

各ページの㊞に押印

申請者控・警察協議用・交付用

道路管理者控・決裁用

をそれぞれ印刷して御提出ください。

本申請の内容について確認で

きる方の氏名と連絡先を記入。

提出日

目的を記入

（例）○○管の設置

電気通信線路設備の設置

工事用施設の設置

イベント施設の設置 など

路線番号・場所等については、

申請者でお調べいただき、

間違いのないように記載をお

願いします。

占用物件の規模・数量等を記入

数量：面積、延長、箇所数など

構造：材質など

記入方法について不明な点は事前に

道路河川担当へご相談ください。

工事期間は余裕をもって設定してください。

（許可した工事期間を過ぎて施工する場合は、

変更申請が必要になります。） 請負業者が決まっている場合は記入

未定の場合は空白でかまいません。

申請者が自ら施工する場合は、

自主施工としてください。

申請の内容に応じて、必要書類を添付

添付部数：2部（交通規制を伴う場合は4部）

案内図、平面図→ 必須

縦断図、横断図、構造図→ 内容に応じて

その他→ 浄化槽の場合は、適合認定書・浄化槽の仕様書・調書など

交通規制を伴う場合は、保安図・迂回路図など

該当する道路の区分を○で囲む

記載要領をよく読んで記載してください。


